
本
書
は
診
言
昼
冨
制
日
儲
騨
目
ｐ
８
騨
冨
‐
９
場
胃
（
以
下
溌
目
と
略

す
）
の
梵
文
マ
ニ
『
一
ス
ク
リ
プ
ト
の
Ｎ
・
タ
テ
ィ
ァ
博
士
に
よ
る
校
訂
版

で
あ
る
。
序
文
に
も
述
。
へ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
こ
の
マ
’
三
ス
ク
リ
プ

ト
は
、
一
九
三
四
年
、
ラ
ー
フ
ラ
・
サ
ン
ク
リ
ト
ャ
ー
ャ
ナ
師
が
、
チ
。
ヘ

ッ
ト
の
、
コ
ル
僧
院
に
お
い
て
発
見
し
、
そ
れ
を
写
真
に
撮
っ
て
、
他
の
テ

キ
ス
ト
の
写
真
と
と
も
に
イ
ン
ド
に
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
写

真
は
現
在
も
パ
ト
ナ
の
詞
旨
胃
局
①
い
の
自
呂
讐
凰
①
耳
の
図
書
館
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
如
く
、
シ
号
彦
は
無
著
（
篇
目
畷
）
の
シ
ご
冒
号
胃
日
儲
Ｐ
ｇ
‐

月
８
菌
（
以
下
Ｐ
ｍ
と
略
す
）
の
原
文
で
現
存
す
る
唯
一
の
梵
文
註
釈

書
で
あ
る
。
勝
に
は
漢
訳
（
大
正
ｚ
○
．
岳
呂
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
、

略
し
て
集
論
）
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
訳
（
影
印
北
京
版
ｚ
○
．
別
ｇ
）
が
存

す
る
。
勝
喜
は
漢
訳
と
し
て
安
慧
に
帰
せ
ら
れ
た
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集

論
（
略
し
て
雑
集
論
、
大
正
ｚ
○
．
冨
急
）
に
相
当
す
る
が
、
漢
訳
で
は

そ
の
中
に
本
論
（
集
論
）
の
文
を
も
併
せ
収
め
て
い
る
。
そ
の
チ
ベ
ッ
ト

ｚ
呉
言
ご
巴
弓
昌
酎
（
ａ
，
意

吟
一
〕
三
皇
国
目
〕
畠
囲
冒
ご
ｇ
四
ぐ
甲
ご
国
の
く
曽
三

吉
元
信
行

訳
は
影
印
北
京
版
ｚ
Ｏ
留
置
に
相
当
す
る
。
集
論
お
よ
び
雑
集
論
は
耐

職
伽
行
派
の
代
表
的
論
書
と
し
て
、
中
国
や
日
本
に
お
い
て
古
く
か
ら
研

究
さ
れ
、
ま
た
、
後
の
唯
識
・
法
相
宗
等
の
宗
学
に
お
い
て
も
特
に
依
用

さ
れ
、
今
日
の
佛
教
に
大
き
な
思
想
的
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

シ
ゅ
の
マ
’
三
ス
ク
リ
プ
ト
は
、
シ
切
目
の
そ
れ
と
同
時
に
発
見
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
一
九
四
七
年
に
、
Ｖ
・
Ｖ
・
ゴ
ー
カ
レ
ー
博
士
に

よ
っ
て
校
訂
公
表
さ
れ
た
（
○
ｏ
唇
己
の
ぐ
．
ぐ
．
《
〔
匂
晶
目
①
己
諒
吋
○
日

芸
①
醇
匡
〕
昌
〕
胃
目
④
閨
９
月
８
樹
旦
陦
自
習
』
》
．
、
。
ミ
蓋
ミ
ミ
碁
、

画
ヘ
ミ
己
へ
亀
切
蚤
さ
息
》
蜀
呈
員
、
一
息
ａ
吾
・
鄙
。
爵
曾
》
ｚ
，
切
々
ぐ
○
］
．
麗
』
弓
昌
）
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
儲
の
言
豆
ス
ク
リ
プ
ト
は
全
体
の

三
分
の
二
に
当
る
部
分
が
散
逸
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
Ｐ
。
プ
ラ
ダ
ン
博

士
は
、
そ
の
不
完
全
な
了
一
『
一
ス
ク
プ
ト
を
再
整
理
し
て
、
儒
冒
の
マ

’
三
ス
ク
リ
・
フ
ト
お
よ
び
勝
の
漢
・
蔵
訳
を
参
照
し
、
シ
“
全
体
の
再
校

訂
と
散
逸
部
分
の
還
元
補
筆
を
試
み
た
（
勺
国
目
四
口
〕
勺
．
＆
・
患
ミ
豊
含
‐

黄
言
昌
ミ
ミ
ミ
。
ミ
皇
具
勝
§
噌
．
曾
具
旨
涛
の
菌
冒
》
ぐ
ぅ
討
騨
冒
騨
国
威
》

岳
ｇ
・
）
。
こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
大
乗
阿
毘
達
磨
に
関
す
る
重
要
な
一
原

典
の
全
貌
を
伺
い
得
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
評
者

も
か
っ
て
指
摘
し
た
如
く
、
こ
の
プ
ラ
ダ
ン
博
士
に
よ
る
儲
の
校
訂
や

梵
文
の
還
元
に
は
種
々
問
題
点
が
あ
る
（
拙
稿
「
書
評
タ
『
四
壱
○
旨
河
骨
‐

巳
四
“
Ｆ
①
Ｃ
Ｏ
目
の
且
旨
日
烏
宮
の
層
の
Ｈ
‐
合
。
勵
旨
⑦
曼
陦
自
彊
」
佛
教

学
セ
ミ
ナ
ー
肥
号
・
京
都
・
昭
妃
・
九
二
頁
、
ほ
か
）
。
と
こ
ろ
で
、
シ
め

の
現
存
す
る
唯
一
の
梵
文
註
釈
で
あ
る
勝
ｇ
に
は
帯
か
ら
の
引
用
や
そ

の
説
明
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
上
、
シ
め
ｇ
の
マ

｜
豆
ス
ク
リ
プ
ト
に
は
一
葉
の
欠
落
も
な
く
、
全
文
が
ほ
と
ん
ど
完
全
な
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形
で
残
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
、
勝
散
逸
部

分
の
還
元
や
正
し
い
読
解
に
と
っ
て
不
可
欠
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
学
界

か
ら
久
し
く
そ
の
公
表
を
切
望
さ
れ
て
い
た
。
発
見
後
四
十
年
に
も
な
ろ

う
と
す
る
今
日
、
よ
う
や
く
こ
の
原
典
が
陽
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
本
書
が
学
界
に
資
す
る
こ
と
は
大

で
あ
ろ
う
と
思
う
。

学
界
で
は
、
こ
の
巖
ｇ
の
公
表
が
待
ち
切
れ
ず
、
既
に
ハ
ン
ブ
ル
グ

大
学
教
授
シ
『
一
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
博
士
は
、
陦
冒
の
マ
’
三
ス
ク
リ
プ

ト
の
コ
ピ
ー
を
入
手
し
て
、
一
九
六
九
年
に
著
わ
し
た
の
９
日
岸
冒
扁
呂
、

Ｆ
ロ
ミ
畠
き
ぎ
ａ
‐
§
い
＆
言
ミ
ミ
烏
一
、
罰
冨
泳
。
亀
員
の
含
昌
電
屡
冒
冨
号
雲

尽
筒
。
副
息
冨
ミ
尋
．
ぐ
の
Ｈ
民
の
ロ
臣
。
自
侭
の
旨
烏
門
悶
○
日
目
尉
巴
○
昌
曽
Ｈ

、
頁
四
目
①
旨
ｐ
ｐ
ｑ
悶
巳
目
Ｈ
①
ロ
呂
早
ｐ
ｐ
ｑ
○
の
曾
巴
①
ロ
の
国
①
津
鈩
君
后
旨
》

忌
亀
ゞ
に
そ
れ
を
引
用
し
て
以
来
、
何
回
か
そ
の
諭
稿
に
陦
冒
を
資
料

と
し
て
用
い
て
い
る
。
ま
た
我
国
で
も
、
滞
印
中
タ
テ
ィ
ア
博
士
の
少
の
‐

ｇ
校
訂
の
仕
事
に
協
力
し
た
念
．
〆
〆
冒
）
篠
田
正
成
氏
が
、
一
九
七
○
年

に
発
表
し
た
論
稿
に
勝
冒
を
引
用
し
て
い
る
（
篠
田
正
成
「
シ
ｇ
昼
冨
Ｈ
‐

旨
儲
騨
目
ｐ
ｏ
ｏ
昌
四
‐
ｇ
場
滿
の
成
立
年
代
」
印
佛
研
肥
１
２
）
。
評
者
も
、

か
っ
て
何
回
か
篠
田
氏
の
筆
写
さ
れ
た
巖
目
本
文
を
借
覧
さ
せ
て
頂
い

た
こ
と
が
あ
る
（
吉
元
・
玉
井
「
梵
文
阿
毘
達
磨
集
諭
に
お
け
る
煩
悩
の

諸
定
義
」
佐
女
木
現
順
編
著
『
煩
悩
の
研
究
』
清
水
弘
文
堂
・
東
京
・
昭

五
○
、
ほ
か
）
。
い
ま
、
タ
テ
ィ
ァ
博
士
の
校
訂
に
な
る
本
書
の
刊
行
に

よ
っ
て
、
陦
三
及
び
シ
“
の
研
究
、
更
に
琉
伽
行
派
・
唯
識
学
派
の
思

想
研
究
は
大
き
く
進
展
を
見
る
こ
と
て
あ
ろ
う
。

校
訂
者
Ｎ
・
タ
テ
ィ
ア
博
士
は
、
本
書
の
ほ
か
に
、
以
前
、
本
書
と
同

口

か
つ
て
ラ
ー
フ
ラ
サ
ン
ク
リ
ト
ヤ
ー
ヤ
ナ
師
に
よ
っ
て
、
頃
旨
胃
巴
己

○
鳥
笛
完
の
叩
①
肖
呂
ｇ
Ｃ
肘
ｑ
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
目
録
に
よ
る
と
、

こ
の
マ
｜
一
ユ
ス
ク
リ
フ
ト
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い

○

気
ノ
Ｏ

ｚ
ｐ
函
・

弓
岸
」
Ｃ
シ
一
）
］
〕
一
色
彦
空
ロ
昌
四
印
Ｐ
胃
ご
巨
○
ｎ
秒
》
ぷ
こ
）
』
〕
劉
映
ぐ
空

ｐ
ｒ
、

陛
匡
井
戸
○
吋
目
．
（
曙
酔
い
○
日
］
茸
騨
）

じ
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
Ａ
・
タ
ク
ル
氏
と
と
も
に
中
辺
分
別
論
の
梵
本
の
校

訂
版
を
出
し
て
い
る
（
ミ
ミ
ミ
ョ
卓
言
‐
詞
ざ
笥
智
‐
里
罰
運
急
〉
８
．
９
ｚ
，

弓
胃
旨
四
国
Ｑ
シ
目
色
貝
巴
巴
目
冒
己
Ｅ
Ｈ
』
も
四
目
凹
皿
炭
．
勺
．
『
ゆ
く
開
急
巴

と
Ｌ

両
の
“
①
⑳
Ｈ
ｏ
彦
冒
騨
岸
鼻
①
ゞ
ご
Ｓ
ゞ
司
号
①
冨
冒
⑳
四
口
農
吋
拝
舅
さ
ユ
＄
、
の
国
①
、
①

ｚ
○
．
旨
）
。
ジ
ャ
ー
ヤ
ス
ワ
ー
ル
研
究
所
と
言
え
ば
、
ラ
ー
フ
ラ
サ
ン
ク

リ
ト
ャ
ー
ャ
ナ
師
が
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
将
来
し
た
佛
教
マ
’
三
ス
ク
リ
プ
ト

の
多
く
を
蔵
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
弓
旨
の
国
目
蟹
国
鳥
‐

艮
弓
○
鳥
切
胖
爲
庸
の
と
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
を
次
為
に
出
版
し

て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
は
本
書
で
第
十
七
冊
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
シ
リ
ー
ズ
に
閉
四
日
目
〕
騨
乱
昌
冨
ｇ
搦
冒
等
佛
教
論
理
学
に
関
す
る

テ
キ
ス
ト
類
の
ほ
か
、
先
に
述
ぺ
た
中
辺
分
別
諭
梵
本
や
、
少
ｇ
巨
富
局
‐

日
酔
目
冒
昌
昏
く
ぎ
目
の
圃
冒
：
園
ご
甘
茸
、
お
よ
び
阿
毘
達
磨
倶
舎
論

梵
本
な
ど
、
佛
教
研
究
に
不
可
欠
な
諭
書
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
本
書
の
刊
行
は
先
行
の
そ
れ
ら
の
テ
キ

ス
ト
に
劣
ら
な
い
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

二
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⑳
○
吋
］
℃
庁
夛
●
』
四
ｍ
Ｐ
Ｑ
』
胃
『

ひ
目
①
旨
］
目
、
四
１
画
』
｝
・
含
ロ
ロ
芦
Ｃ
宮
Ｃ
鉱
）

、
１
Ｊ
“

『
、
〆

鼬

Ｆ
①
ゆ
ぐ
①
⑩
胃
吟
の

Ｆ
旨
①
い
つ

こ
の
記
述
に
つ
い
て
、
タ
テ
ィ
ア
博
士
は
、
少
、
ｇ
の
マ
’
－
１
ス
ク
リ

プ
ト
の
書
体
は
昌
凋
且
冒
文
字
で
な
く
て
、
国
○
さ
‐
富
農
昏
旨
文
字

て
あ
る
と
修
正
す
る
。
ま
た
、
葉
数
は
一
四
九
葉
に
更
に
余
分
の
一
葉
が

追
加
さ
れ
て
い
る
と
い
う
含
〆
凶
）
。

儲
冒
の
著
者
に
つ
い
て
、
こ
の
マ
’
三
ス
ク
リ
プ
ト
自
身
は
何
も
言

及
し
て
い
な
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
伝
で
は
詞
賜
巴
ｇ
Ｅ
ｍ
３
の
と
な
っ
て
お

り
、
上
掲
の
ラ
ー
フ
ラ
師
作
成
の
目
録
で
は
こ
れ
を
曙
鼠
○
日
拝
国
に
当

る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
＄
コ
ー
カ
レ
ー
博
士
が
疑
義
を

呈
し
て
お
り
（
①
○
戸
彦
巴
①
〕
ぐ
．
ぐ
．
《
《
国
Ｈ
侭
目
①
貝
の
叶
○
日
昏
の
シ
ウ
亘
‐

号
胃
目
鼠
幽
昌
ｐ
ｏ
ｏ
Ｐ
憩
旦
陽
留
侭
四
》
》
前
掲
、
や
届
）
、
タ
テ
ィ
ア
博
士

は
こ
れ
を
修
正
し
て
、
北
京
版
大
谷
目
録
の
如
く
］
冒
眉
日
日
で
あ
る
と

す
る
。
ま
た
、
中
国
伝
に
よ
る
と
、
獅
子
覚
（
切
目
巳
国
ぃ
目
ぽ
Ｐ
）
に
炉
、

の
註
釈
の
述
作
が
あ
り
、
そ
れ
と
無
著
の
震
を
安
慧
が
合
牒
し
て
、
大

乗
阿
毘
達
磨
雑
集
諭
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
プ
ラ
ダ
ン
博
士
は
、

勝
と
安
慧
の
唯
識
三
十
頌
釈
（
埠
日
鰹
圃
国
冨
曙
ど
の
相
似
性
を
指
摘

し
て
、
勝
目
の
著
者
は
安
慧
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
（
陣
且
宮
口
』

句
・
も
．
①
ｇ
堅
守
雪
ミ
吾
騒
鳶
ご
尋
吻
畠
ミ
誤
§
＆
畠
ｏ
、
望
め
§
碕
圏
》
冒
茸
○
Ｑ
こ
の
武
○
ロ
ロ

ご
）
が
、
タ
テ
ィ
ア
博
士
も
、
更
に
ン
“
ｇ
と
唯
識
三
十
頌
釈
の
相
似
性

を
指
摘
し
て
い
る
ｅ
・
〆
〆
昌
）
。

シ
“
ｇ
と
唯
識
三
十
頌
釈
の
相
似
性
に
つ
い
て
は
、
夙
に
高
崎
正
芳
氏

が
両
者
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
用
い
て
指
摘
し
て
い
る
（
高
崎
正
芳
「
無
著
・

阿
毘
達
磨
集
論
に
つ
い
て
」
大
谷
学
報
妬
１
２
、
京
都
・
昭
誕
・
四
一
’

四
二
頁
）
。
本
書
の
序
論
に
お
い
て
、
タ
テ
ィ
ャ
博
士
が
表
示
し
て
い
る

少
の
ｇ
と
三
十
頌
釈
と
の
本
文
の
相
似
点
の
対
比
は
、
は
か
ら
ず
も
高
崎

氏
の
所
論
を
裏
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
論
の

一
部
の
文
章
が
相
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
そ
の
著
者
が
同
じ

で
あ
る
と
結
論
す
る
の
は
あ
ま
り
に
早
計
で
は
な
か
ろ
う
か
。
チ
、
ヘ
ッ
ト

伝
の
］
旨
：
日
日
説
と
中
国
伝
の
獅
子
覚
説
も
文
献
に
は
っ
き
り
記
さ
れ

て
い
る
以
上
、
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
衿
の
ｇ
の
著
者
に
つ
い
て
、
今
日
の
学
界
で
は
未
だ
決
定

的
結
論
に
達
し
て
い
な
い
が
、
篠
田
氏
は
こ
の
巖
目
と
唯
識
三
十
頌
安

慧
釈
・
龍
・
安
慧
の
五
瀧
論
釈
・
安
慧
の
倶
舎
釈
論
な
ど
の
互
い
に
連
関
の

あ
る
部
分
を
比
較
し
て
、
ど
う
や
ら
少
の
ｇ
の
著
者
は
安
慧
以
前
で
無
著

や
世
親
に
近
い
時
代
に
書
か
れ
た
と
推
定
し
て
、
獅
子
覚
の
著
と
す
る
中

国
伝
を
採
っ
て
い
る
（
篠
田
正
成
「
シ
ｇ
己
冨
Ｈ
目
沙
め
騨
目
口
。
８
窟
ｇ
搦
冒

の
成
立
年
代
」
印
佛
研
娼
１
２
、
四
三
七
’
四
四
一
頁
参
照
）
。
こ
れ
に

対
し
て
、
年
代
的
に
］
旨
名
呉
国
と
す
る
説
も
可
能
で
あ
る
と
す
る
高

崎
正
芳
教
授
の
所
論
も
あ
る
（
高
崎
正
芳
「
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
の
漢
．

蔵
伝
承
に
つ
い
て
」
印
佛
研
珀
１
２
、
昭
妬
、
二
七
頁
）
。

タ
テ
ィ
ヤ
博
士
は
、
ま
た
、
儲
冒
の
章
分
け
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
念
．
×
×
ぐ
）
。
周
知
の
如
く
、
漢
訳
の
集
論
・
雑
集
論
で
は
、
全
体
が

本
事
分
と
決
択
分
に
大
別
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
更
に
四
品
づ
っ
に
分
か
れ
て

計
八
品
よ
り
成
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
シ
鉱
ご
胃
の
章
分
け
を
対
比
す
る
と
次

の
様
に
な
る
。
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「
諦
品
蟹
尊
騨
‐
ぐ
旨
爵
凹
冨

く

決
択
分
一
鯆
購
龍
誰
蕊
員

。
。
、

暴
祁
議
品
留
日
冨
昏
樹
‐
ぐ
旨
泳
８
冒

こ
の
Ｐ
３
旨
に
お
け
る
草
分
け
は
チ
零
ヘ
ッ
ト
訳
鈩
如
（
以
下
目
巴
の
そ

れ
と
も
一
致
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
散
逸
部
分
が
多
い
た
め
確
定
で

き
な
か
っ
た
梵
文
勝
の
章
分
け
も
巖
冒
の
と
お
り
で
あ
っ
た
こ
と
が

推
定
さ
れ
う
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
序
文
で
は
陦
冒
の
言
豆
ス
ク
リ
プ
ト
に
つ
い
て
興
味

深
い
二
、
三
の
問
題
点
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
る
。
先
ず
、
こ
の
マ
’
－
１
ス

ク
リ
プ
ト
の
筆
写
年
代
は
比
較
的
新
し
く
、
十
三
世
紀
頃
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
た
め
か
、
こ
の
マ
’
三
ス
ク
リ
プ
ト
に
は
か
な
り
の
修
正
や
書
き
こ

み
、
増
補
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
筆
写
者
が
依
用
し
た

テ
キ
ス
ト
以
外
の
も
の
に
よ
っ
て
為
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
本
校
訂
本
の
窪
門
つ
割
）
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
で
、
原
マ
ニ

『
一
ス
ク
リ
プ
ト
で
は
ロ
伊
唱
国
吟
①
稗
一
弓
四
日
強
国
目
印
‐
目
Ｐ
固
餌
斧
目
鼻
＆
‐

（
司
己
く
①
昌
薗
昇
昌
圃
昌
罠
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
マ
’
－
１
ス
ク
リ
プ
ト
の

欄
外
下
に
は
一
］
。
。
四
国
国
昌
二
国
租
国
‐
野
己
“
菩
乱
畠
‐
駕
園
二
四
日
胃
与
国
‐

〆
、
鼻
○
媚
国
己
国
‐
日
己
国
茸
騨
晶
昌
‐
、
昏
習
］
○
日
ヨ
ロ
ミ
と
い
う
よ
う
に
書
き

集
論
雑
集
論
陦
言

こ
み
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
て
い
る
と
い
う
言
．
鴎
）
。
こ
れ
に
相
当
す
る

部
分
は
チ
》
ヘ
ッ
ト
訳
爵
三
具
以
下
目
國
旨
）
で
は
哩
ｃ
一
目
内
耳
。
『
頭
首
め
哩
印
。

ご
○
］
少
い
○
ぬ
い
』
〕
腰
Ｑ
四
．
く
函
爲
○
コ
（
一
己
○
二
］
酔
い
○
ぬ
い
己
四
岸
酔
ず
匡
門
計
］
ぬ
宅
虫
・
局

ご
己
ぢ
ご
（
ヨ
ワ
］
園
皇
〕
・
閉
ｌ
嗜
）
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
漢
訳
で
は

「
猶
如
世
間
已
得
城
主
等
勝
位
已
、
於
村
主
等
下
劣
位
生
厭
背
心
」
（
大
正
・

三
一
。
七
一
○
ｃ
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
対
照
し
て
み
る

と
、
月
国
彦
は
原
マ
｜
豆
ス
ク
リ
プ
ト
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
漢
訳
（
雑
集
論
）

は
欄
外
修
正
部
分
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
マ

｝
一
『
一
ス
ク
リ
プ
ト
の
欄
外
修
正
部
分
が
漢
訳
と
一
致
す
る
例
が
、
本
校
訂

本
の
脚
註
に
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
言
－
１
ス
ク
リ
プ
ト
の
第

五
十
九
葉
Ａ
の
あ
と
に
一
葉
の
追
加
が
あ
り
、
そ
の
増
補
部
分
の
文
章
は

日
切
声
に
は
な
く
、
漢
訳
に
の
み
相
当
部
分
が
あ
る
と
い
う
念
．
ｘ
桝
裂
目
）
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
タ
テ
ィ
ア
博
士
は
、
「
〔
筆
写
者
〕
崖
目
“
３
８
且
国

に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
マ
’
三
ス
ク
リ
プ
ト
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
原
本
と

な
っ
た
テ
キ
ス
ト
と
同
じ
で
あ
る
が
、
欄
外
の
修
正
は
お
そ
ら
く
漢
訳
に

〔
用
い
ら
れ
た
〕
テ
キ
ス
ト
に
基
い
て
い
る
」
令
．
桝
〆
急
）
と
推
定
し
て

い
る
。し

か
し
、
校
訂
者
自
身
も
指
摘
し
て
い
る
如
く
、
欄
外
の
修
正
箇
所
の

中
に
は
、
シ
吾
宮
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
・
漢
訳
と
も
に
な
く
、
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳

し
ｇ
ａ
ｇ
時
日
秒
閏
目
ロ
○
○
昌
凹
ご
司
匡
〕
乱
と
関
連
の
あ
る
場
合
も
あ
り
言
．

い
ざ
○
言
○
曾
己
、
こ
の
言
－
１
ス
ク
リ
プ
ト
、
修
正
に
用
い
た
テ
キ
ス

ト
、
蔵
・
漢
訳
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
等
の
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
今

後
本
テ
キ
ス
ト
と
諸
訳
と
の
な
お
厳
密
な
対
校
を
待
っ
て
結
論
を
出
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
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序
文
の
最
後
に
校
訂
者
は
こ
の
篇
冒
の
思
想
的
位
置
に
つ
い
て
論
及

す
る
。
そ
し
て
、
他
の
諸
論
書
と
対
比
し
た
結
果
、
次
の
諸
点
を
指
摘
す

る
ｅ
や
ｘ
ｘ
ぐ
ご
Ｉ
ｘ
ｘ
房
）
。

日
唯
識
三
十
頌
釈
に
お
け
る
心
所
の
解
釈
の
い
く
つ
か
は
、
シ
の
や

陦
冒
か
ら
の
引
用
ら
し
い
。

目
阿
頼
耶
識
存
在
の
証
明
の
と
こ
ろ
は
琉
伽
論
と
ま
っ
た
く
一
致
す
る
㈲

白
瀧
・
処
・
界
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
設
問
に
対
す
る
答
え
は
、
倶

舎
論
と
同
じ
仕
方
で
為
さ
れ
て
い
る
。

㈲
陦
言
に
は
大
乗
阿
毘
達
磨
経
か
ら
五
つ
の
偶
の
引
用
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
摂
大
乗
論
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

㈲
パ
ー
リ
相
応
部
か
ら
一
偶
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
倶
舎
論

に
も
同
じ
く
引
か
れ
る
。

尚
マ
’
三
ス
ク
リ
プ
ト
の
増
補
部
分
に
は
、
倶
舎
論
や
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ

ィ
ー
パ
に
も
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

㈲
称
友
の
倶
舎
論
疏
に
見
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
。

仙
波
羅
蜜
の
解
釈
で
は
大
乗
荘
厳
経
諭
と
類
似
す
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
校
訂
者
は
、
本
論
書
は
、
唯
識
学
派
あ
る
い
は

琉
伽
行
派
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
唯
識
学
派
の
テ
キ

ス
ト
の
み
な
ら
ず
他
の
学
派
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
テ
キ
ス
ト
と
の
一
致
や
引
用

が
あ
る
と
結
論
す
る
。

嚴
言
は
、
思
想
的
に
は
琉
伽
行
派
・
唯
識
学
派
の
代
表
的
諭
書
の
一

つ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
こ
に
指
摘
さ
れ
た
様
に
ア
ピ
ダ
ル
マ
諸
論
書

と
重
要
な
関
連
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
こ
の
欝
言

の
本
論
で
あ
る
爵
は
、
当
時
部
派
佛
教
諸
派
に
お
い
て
ア
ビ
ダ
ル
マ
論

本
書
の
主
要
部
分
で
あ
る
マ
’
－
１
ス
ク
リ
プ
ト
の
校
訂
は
、
か
な
り
厳

密
で
、
お
お
む
ね
正
確
に
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
勝
の
プ
ラ
ダ
ン

本
の
頁
、
言
豆
ス
ク
リ
プ
ト
の
葉
数
、
漢
訳
（
大
正
大
蔵
経
）
・
チ
ベ

ッ
ト
訳
（
北
京
版
）
の
頁
が
書
き
こ
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
対
照
が
容

易
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
校
訂
本
文
に
は
、
章
分
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
更
に
内

容
に
よ
っ
て
節
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
節
も
細
か
く
項
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
惇
唖
と
の
対
校
が
い
よ
い
よ
容
易
に
で
き
る
わ
け
で
あ

る
。
そ
の
章
分
け
等
の
区
分
の
内
容
は
目
次
に
も
そ
の
ま
ま
出
て
お
り
、

目
次
を
見
る
だ
け
で
、
本
書
の
佛
教
要
語
辞
典
的
性
格
が
伺
わ
れ
る
。
そ

し
て
脚
註
に
は
、
マ
’
三
ス
ク
リ
プ
ト
に
お
け
る
欄
外
修
正
の
指
摘
、
本

論
。
蔵
・
漢
訳
と
の
異
同
、
他
の
諸
諭
害
と
の
一
致
点
の
指
摘
等
、
か
な

り
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

本
文
中
、
勝
の
引
用
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
表
記
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
に
も
一
言
し
た
如
く
、
篇
の
梵
文
に
は
散

逸
部
分
が
あ
り
、
本
書
が
依
用
し
た
プ
ラ
ダ
ン
本
に
は
不
都
合
と
思
わ
れ

る
還
元
が
再
三
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
実
際
に
は
ン
め
か
ら
の
引
用
で
あ

書
が
作
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
同
様
に
、
大
乗
の
教
義
を
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
説

相
を
も
っ
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
註
釈
で
あ
る
監
三
胃
も
同
様
の

目
的
で
作
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
大
乗
と
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
接
点
を

見
る
と
い
う
意
味
で
、
本
論
書
の
出
版
に
よ
っ
て
、
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
と

い
う
新
ら
し
い
学
問
分
野
が
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

三
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っ
て
も
、
も
し
プ
ラ
ダ
ン
に
よ
る
缶
印
の
還
元
が
ま
ち
が
っ
て
お
れ
ば
、

本
書
に
お
い
て
そ
れ
が
引
用
と
は
み
な
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
危
険
性
が

あ
る
。
事
実
、
本
書
の
中
で
、
こ
の
勝
散
逸
部
分
に
対
す
る
註
釈
に
つ

い
て
は
、
そ
の
ど
れ
だ
け
の
部
分
が
シ
の
の
引
用
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、

い
く
ぶ
ん
修
正
を
要
す
る
点
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｈ
の
と
Ｈ
‐

出
宮
と
を
厳
密
に
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
比
較
的
容
易
に
判
明
す
る

の
で
あ
る
が
、
校
訂
の
過
程
で
そ
う
い
う
作
業
は
十
分
に
な
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
評
者
が
試
み
に
本
書
の
七
四
頁
の
み
に
つ
い
て
調
べ

て
み
た
と
こ
ろ
、
修
正
す
。
へ
き
も
の
と
し
て
、
次
の
諸
点
を
見
出
し
た
。

⑩
－
．
己
．
＄
骨
⑫
圃
風
目
冒
さ
ロ
四
国
目
算
＄
鵲
昌
３
昏
○
蕾
昌
凹
冥
こ
の

ト

部
分
は
、
Ｈ
い
と
日
田
ロ
あ
る
い
は
集
論
と
雑
集
論
と
も
一
致
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
か
ら
、
引
用
部
分
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
プ
ラ
ダ

ン
の
還
元
で
は
＊
ｌ
＊
が
弓
胃
閏
冒
冒
と
な
っ
て
は
い
る
。

②
－
．
届
，
く
馬
．
胃
幽
冒
胃
島
宮
口
胃
閉
口
昌
昌
胃
昏
①
耳
○
口
扉
鼠

■

・
旨
ご
ｃ
辱
器
Ｐ
目
胃
鴨
目
口
剴
罵
乱
ロ
ミ
①
ロ
Ｐ
・
巨
噂
①
葺
袈
本
書
で
は

胃
眉
昌
ｏ
島
の
み
が
引
用
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
プ
ラ

ダ
ン
の
還
元
は
閉
目
員
ロ
④
芽
胃
昏
①
目
色
も
Ｐ
副
８
８
四
茸
仔
口
凹
箇
冒
‐

○
』
口
金
『
倒
口
Ｐ
旨
目
④
Ｈ
ｍ
ｅ
ｐ
鱒
口
凹
胃
目
四
日
⑦
ｐ
ｐ
ｐ
四
戸
口
恥
四
冒
餌
１
℃
Ｈ
四
胃
○
ｍ
の
ｐ
沙

９
日
薗
旨
．
（
診
、
．
や
ｇ
）
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
漢
訳

「
於
此
義
中
、
若
生
戯
諭
、
非
正
思
議
、
非
道
、
非
如
、
亦
非
善
巧
方

便
思
故
」
（
大
正
・
三
一
・
六
八
一
ｃ
）
の
直
訳
と
思
わ
れ
、
『
い
と

目
国
冒
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
プ
ラ
ダ
ン
の
還
元
は
不
当
で
あ
り
、
チ
ベ

ッ
ト
訳
の
文
は
む
し
ろ
勝
巨
〕
と
一
致
す
る
。
そ
こ
で
、
評
者
は
こ
と

に
掲
げ
た
監
冒
の
全
文
を
爵
か
ら
の
引
用
と
見
た
い
。
た
だ
、
＊

ｌ
＊
の
部
分
は
弓
印
に
は
な
く
、
目
国
匡
の
方
に
の
み
あ
る
の
で
、
あ

る
い
は
註
釈
部
分
の
混
入
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

③
一
・
勗
冒
且
倒
‐
く
詩
薗
呂
日
は
胃
塁
目
‐
ａ
三
邑
肉
国
風
目
の
ミ
ス

プ
リ
ン
ト
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
部
分
は
全
文
引
用
で
あ
る
。

側
－
．
弓
）
鼠
の
秘
‐
冒
璽
園
冒
目
も
引
用
と
す
べ
き
で
あ
る
。

⑤
、
．
届
』
冒
す
冒
尉
豚
砺
註
昌
の
う
ち
庁
騨
は
引
用
で
は
な
い
。
日
切
彦

に
の
み
冨
汁
の
相
当
訳
あ
り
、
日
切
に
は
な
い
こ
と
に
よ
る
。

右
と
同
様
な
問
題
点
は
、
こ
の
頁
ば
か
り
で
な
く
他
に
も
随
所
に
見
出

さ
れ
る
の
で
、
勝
の
梵
文
現
存
部
分
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
も
含
め
て
、

巖
の
引
用
か
ど
う
か
を
改
め
て
検
討
し
な
お
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
、
差
印
の
梵
文
散
逸
部
分
の
解
読
あ
る
い
は
再
還
元
に
は
ど
う
し

て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
作
業
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
に
は
、
校
訂
部
分
に
詳
し
い
脚
註
が
あ
る
が
、
校
訂
本
文

を
含
め
て
、
脚
註
の
中
に
い
く
ぶ
ん
修
正
や
附
加
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
見

受
け
ら
れ
る
。
気
の
つ
い
た
と
こ
ろ
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
。

仙
己
当
息
卜
．
搦
恩
冒
胃
且
酋
獣
冒
身
騨
‐
烏
程
畠
島
こ
れ
に
相
当

す
る
訳
が
目
嗣
豈
に
は
な
い
の
で
、
そ
の
旨
註
記
を
要
す
る
。

②
や
、
』
．
扇
ぐ
房
駕
冒
昌
は
目
鴎
彦
に
欠
け
て
い
る
の
で
註
記
を
要

す
る
。

③
弓
巨
〕
旨
Ｏ
ｇ
Ｃ
蔚
昌
で
は
目
．
勢
目
９
－
．
且
（
一
頁
僅
々
葛
息
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
訳
（
（
旨
・
）
で
は
更
に
「
相
続
必
仮
衆
縁
和
合
」

な
る
句
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。

④
や
巨
怠
．
畠
．
凰
茸
騨
昌
は
引
用
で
は
な
い
。
勝
は
。
岸
冨
薗
日
で
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一
括
し
づ
（
）
０

値
己
巨
蔦
屋
．
圏
づ
国
‐
は
日
韓
ロ
に
欠
け
て
い
る
。

ｊ価
や
巨
）
君
．
扇
．
①
冨
望
乳
＆
Ｑ
Ｑ
四
口
四
‐
ぬ
凹
昏
い
く
脚
自
国
面
で
は
ｍ
ｐ
Ｏ
目

ｊ
明
黒
め
ご
鴨
呂
胃
且
冒
と
な
っ
て
い
る
の
で
註
記
を
要
す
。

じ
ゃ
届
蔦
．
届
．
‐
買
四
ご
ｐ
‐
は
‐
官
四
ｑ
ど
亀
‐
と
修
正
し
た
い
。
尚
、

ｊ
弓
国
ロ
で
は
甘
い
ご
騨
望
秒
の
か
わ
り
に
茸
Ｑ
ｐ
ｇ
『
＆
（
笛
骨
幹
腎
四
）
と

な
っ
て
い
る
旨
註
記
を
要
す
る
。

Ｄ
ｏ
ｑ
Ｊ
Ｌ
０
Ｊ

ぬ
い
ロ
］
鈩
哺
○
○
汁
ロ
○
庁
①
回
の
盲
四
○
Ｑ
い
ぼ
の
Ｈ
①
沙
切
色
庁
ご
巴
ゆ
く
四
ぐ
］
一
国
凹
口
①
し
巳

１

Ｋ
に

Ｌ

あ
る
が
、
こ
の
註
記
を
入
れ
る
と
す
る
と
、
こ
の
三
行
上
に
あ
る
炉
、
‐

ｇ
の
餌
の
騨
萄
巴
昌
四
ぐ
］
言
四
国
。
に
は
、
そ
の
文
は
。
ｐ
に
は
な
い
と

Ｄ
Ｄ
Ｉ
■
、
ｂ
ｌ

の
註
記
を
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

■
０
日
室
ｌ

同
、
ざ
○
首
ｇ
①
画
。
戸
且
号
ｐ
３
ｑ
昌
四
菌
ぐ
日
四
口
①
と
あ
る
が
、

こ
の
文
は
勝
冒
の
一
行
前
査
．
届
）
に
あ
る
の
で
、
こ
の
註
記
は
不

要
と
な
ろ
う
。

ｊ伯
固
辰
蔦
．
口
の
ぐ
四
に
は
目
．
鐸
○
戸
爵
秒
己
巳
畠
‐
昇
冒
魚
ご
閉
昏
回
国
①
の
口

と
い
う
註
記
が
必
要
で
あ
る
。

⑩
勺
誤
墓
．
画
く
曽
曾
呉
餘
‐
１
１
↓
§
員
寧
目
言
旦
匡
‐
勝
で
も
。
首
ご
‐

ロ
苔
自
陣
‐
で
あ
ｈ
ソ
、
日
切
ロ
で
は
言
迂
号
、
ざ
言
・
色
卦
鳥
『
①
ご
少
、

雑
集
論
で
は
「
内
死
生
差
別
」
と
な
っ
て
い
る
。

泊

同
、
｛
・
酌
ご
御
冨
騨
ぐ
色
亀
①
言
昌
は
’
１
１
↓
ず
鼻
冒
‐
閨
叩
冒
言
具
餘
‐

、

勝
圃
耳
④
‐
昌
運
。
ｇ
胃
は
、
自
国
戸
嘗
琶
官
さ
ご
唖
口
ｇ
ｇ
ｇ
、
雑

集
論
「
外
穀
生
」
。

同
、
一
．
Ｐ
目
ざ
鼻
Ｈ
い
‐
Ｉ
Ｉ
Ｊ
冒
圏
Ｐ
占
胃
国
‐
、
弓
嗣
言
の
冨
媚
農
目
。

・
侯

。
‐
Ｆ

目
：
目
騨
、
雑
集
論
「
枝
葉
」
。

こ
れ
ら
三
ヶ
所
は
、
お
そ
ら
く
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

づ
っ
。

⑪
ご
計
息
．
『
』
酔
冨
且
冒
す
ｐ
に
対
す
る
註
記
甘
○
言
○
前
い
，
目

面
閉
《
《
己
ロ
呂
伊
》
』
は
ま
ち
が
い
で
あ
る
一
フ
。
日
切
茸
で
は
ロ
胃
閉
ヴ
ニ

苫
・
窟
と
な
っ
て
お
り
、
タ
テ
ィ
ァ
博
士
は
、
こ
の
中
の
与
国
印
宮

を
嘗
巴
秒
と
還
元
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
普
通
与
国
ゆ
ず
二
割
且
冒

は
号
騨
ロ
ロ
ヴ
望
四
の
チ
。
ヘ
ヅ
ト
訳
で
あ
り
（
Ｑ
５
〕
一
身
Ｐ
々
写
．
弓
啓
翼
Ｓ
含
‐

曽
鳶
等
蚤
建
ロ
ミ
き
き
亀
曇
．
属
思
Ｏ
８
哩
罰
目
め
の
ロ
》
ｇ
ご
〕
石
弓
苫
Ｐ
）
、
従

っ
て
、
こ
れ
は
鈩
号
ぽ
に
お
け
る
凹
冨
且
冒
す
『
Ｐ
の
訳
語
と
理
解
し

て
良
い
と
思
澆
フ
。

⑫
勺
巴
怠
．
瞳
．
着
目
目
鼬
昌
昌
冒
‐
昌
算
四
目
》
の
中
で
声
日
口
四
日
は

引
用
で
は
な
い
。

評
者
に
は
本
書
の
全
文
に
目
を
通
す
余
裕
は
な
か
っ
た
が
、
本
文
中
の

十
頁
く
ら
い
に
目
を
通
し
て
も
右
の
と
お
り
で
あ
る
。
従
っ
て
先
ず
、

儲
や
勝
冒
の
梵
・
蔵
・
漢
の
諸
資
料
を
駆
使
し
て
の
、
本
書
の
原
典

的
批
判
的
研
究
が
急
務
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
尚
、
序
文
中
に
も
、
時
々
ミ

ス
プ
リ
ン
ト
が
見
ら
れ
る
が
念
．
×
抵
蔦
．
長
月
吾
の
冨
口
↓
目
苛
の
国
ご
急

葛
ゞ
司
国
四
国
の
耳
ｌ
↓
蜀
局
侭
日
の
目
房
〕
勺
×
試
算
監
葛
．
略
〉
弓
。
ｌ
↓
重
凸
、
そ
れ

に
も
ま
し
て
、
本
文
の
校
訂
中
に
重
要
な
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
の
散
見
さ
れ
る

こ
と
（
本
稿
に
お
い
て
直
前
に
指
摘
し
た
諸
点
、
あ
る
い
は
壱
引
息
．
画

門
戸
］
篭
巴
↓
円
言
司
置
巴
等
）
は
残
念
で
あ
る
。

四

右
に
述
べ
た
よ
う
な
原
典
上
の
問
題
点
が
あ
る
と
は
言
え
、
こ
の
こ
と
兜



は
決
し
て
本
書
の
刊
行
の
意
義
を
大
き
く
低
減
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

の
重
要
な
新
資
料
の
学
界
で
の
初
公
表
は
何
と
い
っ
て
も
大
き
な
学
術
的

価
値
を
も
っ
て
い
る
。
本
書
の
出
版
が
予
想
外
に
遅
延
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
本
テ
キ
ス
ト
の
本
論
で
あ
る
シ
ｍ
の
不
完
全
さ
に
加
え
て
、
こ
の
マ

’
－
１
ス
ク
リ
プ
ト
の
判
読
の
困
難
さ
や
、
ま
た
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
思
想

的
教
義
的
難
解
さ
等
の
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
脚
註
は
、

完
全
と
は
言
い
得
な
い
が
、
篇
や
蔵
・
漢
訳
の
対
照
の
上
に
、
注
目
す

べ
き
点
を
註
記
し
て
お
り
た
い
へ
ん
有
益
で
あ
る
。
更
に
、
本
文
中
に
記

入
さ
れ
た
勝
・
蔵
・
漢
訳
の
頁
数
は
本
論
害
を
ひ
も
と
く
者
に
と
っ
て

特
に
便
利
で
あ
る
。
例
え
ば
、
我
套
が
漢
訳
の
雑
集
論
を
読
む
場
合
、
こ

の
校
訂
本
の
本
文
中
に
漢
訳
の
相
当
頁
が
記
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
漢
訳

に
相
当
す
る
梵
文
を
容
易
に
捜
し
出
す
こ
と
が
出
来
る
し
、
ま
た
同
じ
校

訂
本
に
よ
・
っ
て
そ
こ
に
相
当
す
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
北
京
版
に
求
め
る
こ
と

が
難
な
く
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
註
記
の
若
干
の
と
こ
ろ
で
は
、

序
文
で
指
摘
さ
れ
た
如
き
ア
ビ
ダ
ル
マ
や
大
乗
の
関
係
諭
書
と
の
連
関
に

つ
い
て
の
言
及
も
ほ
し
か
っ
た
。

篇
に
は
（
し
た
が
っ
て
篇
目
に
も
）
重
要
な
佛
教
語
の
定
義
的
説

明
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
諸
論
書
の
中
の
倶
舎

論
に
近
い
資
料
的
価
値
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
既
に
倶
舎
論
に
つ

い
て
は
、
平
川
彰
博
士
等
に
よ
っ
て
梵
・
蔵
・
漢
語
の
総
索
引
が
作
ら
れ

学
界
を
益
し
て
い
る
が
、
本
論
書
に
つ
い
て
も
、
房
と
あ
わ
せ
た
総
合

的
索
引
の
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
、
琉
伽
唯
識

を
中
心
と
し
た
大
乗
佛
教
の
思
想
的
な
あ
る
い
は
文
献
学
的
な
研
究
は
更

に
躍
進
を
見
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
こ
の
分
野
で
研
究
せ
ん
と
す
る
い
か
な
る
学
者
も
、
校
訂

者
が
広
く
提
供
し
て
く
れ
た
こ
の
基
本
的
資
料
か
ら
恩
恵
を
受
け
な
い
者

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
本
書
は
イ
ン
ド
佛
教
を
学
ば
ん
と
す

る
学
徒
に
は
是
非
と
も
座
右
に
お
い
て
ほ
し
い
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
る
。

（
円
げ
の
冨
口
留
昌
“
胃
昇
君
。
烏
“
鼎
己
の
ぃ
ｚ
ｏ
員
勺
鼻
冒
》
屍
厄
．
］
画
冒
の
急
昌

閃
陽
①
凹
旨
け
目
口
、
陣
目
蔚
ゞ
ら
認
．
愚
×
漣
。
昌
己
や
ｘ
ｘ
陦
十
」
ｇ
》
罰
、
．
息
．
）
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